
平成19年３月期　第３四半期財務・業績の概況（連結）
 平成19年２月８日

上場会社名　デジタルアーツ株式会社 コード番号：2326　大証（ヘラクレス市場）

（ＵＲＬ　http://www.daj.jp/　）  

代表者　　　　　代表取締役社長　　道具　登志夫  

問合せ先責任者  取締役管理本部担当　宮脇　真樹 （ＴＥＬ：（03）3580－3080）

１　四半期財務・業績の概況の作成等に係る事項

(1）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　無

(2）連結及び持分法の適用範囲の異動の状況 ：　無

(3）公認会計士又は監査法人による関与の有無 ：　無

２　平成19年３月期第３四半期の業績概況（平成18年４月１日　～　平成18年12月31日）

(1）経営成績（連結）の進捗状況

売上高 営業利益 経常利益 第3四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期第３四半期 934 (1.9) 168 (△14.5) 165 (△13.5) 76 (△6.1)

18年３月期第３四半期 917 (－) 196 (－) 191 (－) 81 (－)

（参考）18年３月期 1,389 (－) 429 (－) 418 (－) 207 (－)

１株当たり第3四半期（当期)
純利益

潜在株式調整後
１株当たり第3四半期（当期)

純利益

円 銭 円 銭

19年３月期第３四半期 556 09 547 92

18年３月期第３四半期 1,820 00 1,737 39

（参考）18年３月期 1,543 86 1,472 25

(2）事業区分別の売上高（連結）内訳

セキュリティ事業 その他の事業 合計

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期第３四半期 934 (2.8) － (－) 934 (1.9)

18年３月期第３四半期 909 (－) 8 (－) 917 (－)

（参考）18年３月期 1,379 (－) 10 (－) 1,389 (－)

　（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は対前年同四半期比増減率を示しております。

３．18年3月期第3四半期及び18年3月期の売上高、営業利益、経常利益、第3四半期（当期)純利益における対前期

増減率は、平成17年3月期末が連結子会社の支配獲得日となり財務諸表のうち貸借対照表のみが連結対象であ

るため記載しておりません。

４．平成18年２月１日付けで株式１株を３株に分割いたしました。

 

【経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等】

１）全体概況

　当第３四半期（平成18年４月１日～平成18年12月31日）は、例年通り季節的要因により売上の構成比率がさほど大

きくない時期にもかかわらず、Webフィルタリングの更新案件を確実に積み上げたことによって、売上高は堅調に推移

し全体で934,742千円（前年同期比　101.9%）となりました。

　また一方で、売上原価226,274千円（前年同期比　93.7%）、販売費及び一般管理費540,155千円（前年同期比　

112.7%）と営業費用の面では全社一丸となり経費削減に取組んだ結果、当第3四半期の営業利益は168,312千円（前年

同期比　85.5%）、経常利益では165,738千円（前年同期比　86.5%）という結果となりました。
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２）事業区分別概況

①　セキュリティ事業

　平成18年10月から12月の３ヶ月間の売上では、企業並びに公共向けの市場で売上が好調に推移し、前中間連結会

計期間までの前年同期に対する遅れを取り戻すことが出来ました。また家庭向け市場は前中間連結会計期間までと

同様、順調に推移した結果、当セキュリティ事業全体の売上は934,742千円（前年同期比　102.8%）となり、すべて

の市場で前年同期を上回る結果を達成できました。

　なお、19年3月期第3四半期においては「その他の事業」は行っておりません。

　当事業における市場別の売上状況は下記の通りです。

企業向け市場 公共向け市場 家庭向け市場 合計

百万円 百万円 百万円 百万円

19年３月期第３四半期 348 452 133 934

18年３月期第３四半期 337 445 126 909

（参考）18年３月期 571 638 168 1,379

　（注）　1．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。　　　

2．官公庁等の公共市場対象施設への企業向け製品の導入事例が増加してきており、実際の営業及び導入状況と

の差異が生じ始めたため、前中間連結会計期間より、集計の区分を製品別から市場別に変更いたしました。

そのため18年3月期第3四半期及び18年3月期の数値につきましては変更後の区分に組み替えております。　

　

ａ）企業向け市場

　平成18年４月以降企業市場においては、情報漏洩対策ソリューションとして当社Webフィルタリングソフトの注

目度は依然高いものの、“内部統制”や日本版“SOX”法に対する関係当局のガイドライン整備等の遅れによる企

業のネットワークセキュリティへの対応の鈍化が、当社の販売状況にも未だ影響を及ぼしております＊。

　こうしたなかこれまで獲得してきたユーザーからの更新契約を確実に積み上げることを中心に販売を進め、新

規案件の獲得にも注力したことによって、前中間連結会計期間までの前年同期に対する遅れを取り戻すことに成

功し、その結果、企業向け市場での売上高は348,997千円（前年同期比　103.3%）という結果となりました。

　＊特に日本版“SOX”法について期待されるガイドラインは、昨年11月に金融庁によって実施基準草案が公開さ

れ、平成19年１月末にようやく実施基準の内定案が明らかとなっております。

ｂ）公共向け市場

　公共向け市場では、当初の見込み通り継続して予算投下状況に厳しい一面はあるものの、当期（平成19年３月

期）より開始したエリア別営業の成果により、大型案件の獲得にも成功しております。

　こうした結果、公共市場では学校もちろんのこと、自治体・官公庁案件も広く手がけ、平成18年10月から12月

の３ヶ月間の売上では前年同期を上回る売上の獲得に成功いたしました。

　このことによって、公共向け市場の売上高は452,018千円（前年同期比　101.5%）となり、中間期までの前年同

期を下回る結果から、前年同期を上回る水準にまで改善しております。

ｃ）家庭向け市場

　家庭向け市場におけるフィルタリングソフトに対する理解とニーズは確実に高まりつつあるなか、当第３四半

期では冬のボーナス商戦迎え、これまで通り家電量販店の店頭におけるパッケージ製品の販売は堅調な推移を維

持し、また搭載メーカー数を拡大してきた家庭向けパソコンへの標準搭載によるユーザーの獲得数が急速に増加

してきたことによって、全体の売上高も順調に推移しております。これらの結果、家庭向け市場全体の売上高は

133,726千円（前年同期比　105.8%）と大幅に計画を上回る結果となりました。

　さらに、平成18年11月21日には「ニンテンドーＤＳブラウザー」向けフィルタリングサービスに続き、株式会

社ソニー・コンピュータエンタテインメント製のPSP®「プレイステーション・ポータブル」において国内向けフィ

ルタリングサービスの提供を開始し、新しい市場である国内大手の携帯型ゲーム機でのフィルタリングサービス

提供を完了いたしました。
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(3）財政状態(連結)の変動状況

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年３月期第３四半期 1,740 1,511 86.9 10,978 63

18年３月期第３四半期 1,594 1,222 76.7 27,118 72

（参考）18年３月期 1,898 1,410 74.3 10,328 31

　（注）１.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　　２.平成18年２月１日付けで株式１株を３株に分割いたしました。

【連結キャッシュ・フローの状況】

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

19年３月期第３四半期 61 △288 △11 399

18年３月期第３四半期 221 △249 49 456

（参考）18年３月期 423 △305 84 638

　（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

【財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等】

　当第３四半期における現金及び現金同等物は、前期末に比べ238,810千円減少し、当第３四半期末には399,340千円とな

りました。

　当第３四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期（第3四半期）純利益等により61,272千円の収入

となり、また投資活動によるキャッシュ・フローは固定資産の取得等により288,828千円の支出となっております。財務活

動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済等により、11,255千円の支出となっております。

○添付資料

第３四半期連結貸借対照表、第３四半期連結損益計算書、第３四半期連結株主資本等変動計算書、第３四半期財務・業績

の概況（個別）、第３四半期貸借対照表、第３四半期損益計算書、第３四半期株主資本等変動計算書　

以　上
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[参考]　平成19年３月期の連結業績予想（平成18年４月１日　～　平成19年３月31日）

売上高 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円

通期 1,304 219 102

 （参考）1株当たり予想当期純利益（通期）　　　　742円 22銭

　【業績予想に関する定性的情報等】

 　年間を通じて最も売上高の構成比率が高くなる第４四半期（１月～３月の３ヶ月間）は、企業、公共、家庭向けの各

市場のすべてにおいて当期（平成18年４月１日～平成19年３月31日）もWebフィルタリング製品・サービスの販売・提供

の最繁忙期となると考えております。

　当社は全社一丸となり、企業には情報漏洩の防止並びに内部統制関連ツールとして、また学校や家庭には子供たちの

安心かつ安全なインターネット環境の構築に向けた有効的な手段として、各市場別、各エリア別に積極的な営業活動を

行い、売上の獲得と業績向上に努めてまります。

　なお、セキュリティ事業における各市場毎の展開は下記のとおりです。

企業向け市場

　平成19年１月末に日本版“SOX”法に関する実施基準内定案が公開されたことによって、今後企業向け市場では、日本

版“SOX”法と内部統制へのIT対応という面で、様々な形でビジネスチャンスが増加すると考えます。当社のWebフィル

タリング製品も、インターネット利用に関わる情報漏洩防止や内部統制の面からは、有効な対策ツールとして需要が拡

大するものと予想しております。こうした市場環境においてより多くの見込み案件をより早く獲得するための営業施策

を展開し、売上とユーザーの拡大に努めてまいります。

公共向け市場

　公共向け市場にとって第４四半期は年度最後の駆け込み需要期にあたるため、来年度以降の入札案件への準備を行う

と共に、今期中の案件をこれまで有効に機能してきたエリア別営業展開によって、主力製品であるセキュリティ重視型

総合サーバ「コミュニケーションサーバシステム」ならびに「i-FILTER」を主軸に確実に獲得して参ります。

家庭向け市場

　年度末から春以降にかけて家庭向け市場では入学シーズン商戦となり、家庭向けパソコンを始めインターネット関連

製品も販売が活発に行われます。こうしたなか、当社グループのWebフィルタリング製品はパソコン単体のみならず、携

帯型ゲーム機でのサービス展開や、インターネットサービスプロバイダーによる提供など、多くの提供網を武器に、新

たなユーザーの獲得に努めてまいります。

　同時に、来年度以降向け様々なアライアンスの構築を進め、売上の拡大のための準備を行ってまいります。

　以上の取り組みによって、当社グループの通期連結業績見通しとしましては、売上高1,304百万円、経常利益219百万

円、当期純利益102百万円を見込んでおります。

　なお、当連結会計年度中においては「その他の事業」を行う予定はありません。

※上記業績予想は、本資料発表日現在で入手可能な情報による判断及び仮定に基づいた見通しであり、リスクや不確実

性を含んでいます。実際の業績は、今後様々な要因によって業績予想と異なる結果となる可能性があります。
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３　第３四半期連結財務諸表等

(1）第３四半期連結貸借対照表

科目

前第３四半期
連結会計期間末

（平成17年12月31日現在）

当第３四半期
連結会計期間末

（平成18年12月31日現在）

前連結会計年度
の要約連結貸借対照表

（平成18年３月31日現在）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）

Ⅰ　流動資産

１．現金及び預金 556,630 599,340 738,151

２．受取手形及び売掛金 410,103 436,886 546,642

３．たな卸資産 5,666 3,169 4,957

４．繰延税金資産 42,088 10,036 36,419

５．その他 19,536 99,985 17,017

貸倒引当金 － △276 △237

流動資産合計 1,034,025 64.9 1,149,142 66.0 1,342,950 70.7

Ⅱ　固定資産

１．有形固定資産 52,833 63,495  53,175  

２．無形固定資産

(1）のれん － 167,383 －

(2）連結調整勘定 218,885 － 206,010

(3）ソフトウェア 178,768 142,355 182,009

(4）ソフトウェア仮勘定 － 141,399 36,127

(5）その他 34,582 5,465 6,123

無形固定資産合計 432,236 456,604  430,270  

３．投資その他の資産

(1）繰延税金資産 5,905 673 3,500

(2）その他 69,106 71,211 69,103

貸倒引当金 － △644 △644

投資その他の資産合計 75,011 71,239  71,959  

固定資産合計 560,082 35.1 591,339 34.0 555,405 29.3

資産合計 1,594,107 100.0 1,740,482 100.0 1,898,355 100.0

１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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科目

前第３四半期
連結会計期間末

（平成17年12月31日現在）

当第３四半期
連結会計期間末

（平成18年12月31日現在）

前連結会計年度
の要約連結貸借対照表

（平成18年３月31日現在）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部）

Ⅰ　流動負債

１．１年以内返済予定　　　　
長期借入金

85,836 86,448 85,224

２．未払法人税等 88,625 － －

３．賞与引当金 15,146 19,845 28,996

４．その他 79,302 106,204 291,633

流動負債合計 268,911 16.9 212,498 12.2 405,853 21.4

Ⅱ　固定負債

１．長期借入金 102,820 15,760 81,820

２．その他 － 500 －

固定負債合計 102,820 6.4 16,260 0.9 81,820 4.3

負債合計 371,731 23.3 228,758 13.1 487,673 25.7

（資本の部）

Ⅰ　資本金 629,862 39.5 － － 660,852 34.8

Ⅱ　資本剰余金 616,500 38.7 － － 647,490 34.1

Ⅲ　利益剰余金 △23,987 △1.5 － － 102,339 5.4

資本合計 1,222,376 76.7 － － 1,410,681 74.3

負債資本合計 1,594,107 100.0 － － 1,898,355 100.0

（純資産の部）

Ⅰ　株主資本

 　１．資本金 － － 673,220 38.7 － －

 　２．資本剰余金 － － 659,856 37.9 － －

 　３．利益剰余金 － － 178,646 10.2 － －

 　　株主資本合計 － － 1,511,723 86.9 － －

 　　純資産合計 － － 1,511,723 86.9 － －

 　　負債純資産合計 － － 1,740,482 100.0 － －

１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

 ２. 当連結会計期間より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号　平成17年12月

9日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号　平成17年

12月９日）を適用しております。
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(2）第３四半期連結損益計算書

科目

前第３四半期
連結会計期間

（自　平成17年４月１日
至　平成17年12月31日）

当第３四半期
連結会計期間

（自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 917,670 100.0 934,742 100.0 1,389,339 100.0

Ⅱ　売上原価 241,585 26.3 226,274 24.2 319,315 23.0

売上総利益 676,085 73.7 708,467 75.8 1,070,023 77.0

Ⅲ　販売費及び一般管理費 479,165 52.2 540,155 57.8 640,032 46.0

営業利益 196,919 21.5 168,312 18.0 429,991 31.0

Ⅳ　営業外収益 109 0.0 2,064 0.2 169 0.0

Ⅴ　営業外費用 5,454 0.6 4,639 0.5 12,052 0.9

経常利益 191,575 20.9 165,738 17.7 418,108 30.1

Ⅵ　特別利益 184 0.0 － － 184 0.0

Ⅶ　特別損失 15,273 1.7 16,257 1.7 17,519 1.3

税金等調整前第３四半期（当
期）純利益

176,486 19.2 149,480 16.0 400,773 28.8

税金費用 95,223 10.3 73,173 7.8 193,184 13.9

第３四半期（当期）純利益 81,262 8.9 76,307 8.2 207,588 14.9

１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 7 －



 （3）第３四半期連結株主資本等変動計算書

当第3四半期連結会計期間（自平成18年4月1日　至平成18年12月31日）

株主資本
 純資産合計 

資本金 資本剰余金 利益剰余金   株主資本合計

平成18年 3月 31日残高
（千円）

660,852 647,490 102,339 1,410,681 1,410,681

当第3四半期連結会計期間中の

変動額

新株の発行（千円） 12,367 12,366 － 24,734 24,734

第3四半期純利益（千円） － － 76,307 76,307 76,307

当第3四半期連結会計期間中の

変動額合計(千円)
12,367 12,366 76,307 101,041 101,041

平成18年 12月 31日残高

（千円）
673,220 659,856 178,646 1,511,723 1,511,723

－ 8 －


